
Copyright © 2013 VINX CORP. All Rights Reserved.

2013年３月期 決算説明資料

株式会社 ヴィンクス

2013年６月７日

証券コード：３７８４



2 Copyright © 2013 VINX CORP. All Rights Reserved.

目 次

１．2013年３月期 決算概要
- 決算ハイライト
- 当期の主な取組み
- 四半期別業績の推移
- 受注高/受注残高の推移
【参考】

- 連結/個別ＰＬ
- 上期/下期増減分析
- 分野別業績

２．中期経営計画（2013年度-2015年度）
- ５つの基本戦略
- 新たな数値フレーム
- 2014年３月期 数値計画（連結・個別）
- 当期及び次期の配当見通し



3 Copyright © 2013 VINX CORP. All Rights Reserved.

１．2013年３月期 決算概要
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決算ハイライト

科目名
前期

（2012/3期）

当期（2013/3期）

開示値 実績

前期比較

増減額 比率（％）

売上高 9,156 10,300 10,836 1,679 118.3

営業利益 △89 263 80 170 －

経常利益 △40 253 132 173 －

当期純利益 △36 165 59 96 －

（連結，金額：百万円，百万円未満切捨）

・ 前期比較

・ 開示値比較

- 売上高は、特定顧客化戦略によるアウトソーシング案件の増加及びMD基幹システムに

関する大型開発案件の受注などにより順調に推移

- 利益は、売上高の増加及び大型ヘルプデスク案件などの収益構造改善が奏功し、黒字化

⇒ 売上高、各利益とも前年を上回った。

⇒ 各利益で開示値を下回った。

- 売上高は、上記の通り順調に推移⇒ 売上高は開示値を上回った。

- 利益は、ソリューション分野で複数の不採算プロジェクトの発生により減益
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◆ココカラファイン様 POSシステムリプレース ⇔ 中国進出支援

～日系流通小売業のベストパートナー

・ ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ ｾｲｼﾞｮｰ，ｾｶﾞﾐ，ｼﾞｯﾌﾟ，ﾗｲﾌｫｰﾄ4業態

・ 約1000店舗規模のPOSﾘﾌﾟﾚｰｽ案件

・ 上海ヴィンクスで献身的な中国出店支援を実施し，国内大型案件の受注につなげた

進展する“特定顧客化戦略”と“グローバル戦略”進展する“特定顧客化戦略”と“グローバル戦略”

案件獲得事例

上海1号店提案範囲イメージ

当期の主な取組み①
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進展する“特定顧客化戦略”と“グローバル戦略”進展する“特定顧客化戦略”と“グローバル戦略”

◆関東地区の大手流通小売業様 基幹システムリプレース
・ 現在ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ事業会社4社，将来年商1,000億円規模のHD体制整備を意識したｼｽﾃﾑ統合案件

・ 大手競合を抑え，既存大手ﾍﾞﾝﾀﾞのｼｽﾃﾑからｳﾞｨﾝｸｽへ

～統合・再編案件に強いヴィンクス

案件獲得事例

提案範囲
イメージ

【スクラッチ開発】

ＳＭ１０００億規模への導入では

一般的に１５億円程度が必要

【スクラッチ開発】

ＳＭ１０００億規模への導入では

一般的に１５億円程度が必要

【パッケージ】

ノンカスタマイズにて

数億円程度で導入可能

【パッケージ】

ノンカスタマイズにて

数億円程度で導入可能

【スクラッチ開発】

ＳＭ１０００億規模への導入では

一般的に１８ヶ月程度が必要

【スクラッチ開発】

ＳＭ１０００億規模への導入では

一般的に１８ヶ月程度が必要

【パッケージ】

ノンカスタマイズにて

短期導入可能

【パッケージ】

ノンカスタマイズにて

短期導入可能

製造 検証要件定義
インタフェース調整

機能確定 プログラム 動作検証 ライセンス 導入支援費

各種設計

大手ﾍﾞﾝﾀﾞにできない

きめ細かい対応、スピード

大手ﾍﾞﾝﾀﾞにできない

きめ細かい対応、スピード

検証

＋α

当期の主な取組み②
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◆ヴィンクス マレーシア設立 ～イオンマレーシア様向けＩＴ運用サービス開始

進展する“特定顧客化戦略”と“グローバル戦略”進展する“特定顧客化戦略”と“グローバル戦略”

お客様のグローバルビジネスをITインフラでサポート
お客様のビジネスをグローバル・ソーシングでコストダウン

共同網

日本
中国

マレーシア

当期の主な取組み③
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“商品・サービスの差別化戦略”の推進“商品・サービスの差別化戦略”の推進

商品・サービスの商品・サービスの
差別化戦略差別化戦略

中文化中文化

センタセンタ
サーバーサーバー

在庫型在庫型

セルワンバイワンセルワンバイワン

クラウド版クラウド版

基本機能基本機能
機能拡張機能拡張

・パッケージの機能追加（差別化できる商品）
⇒スクラッチ開発に依存しない機能提供

・パッケージの機能追加（差別化できる商品）
⇒スクラッチ開発に依存しない機能提供

・グローバルで戦える商品
⇒小売業の海外進出をサポート

・グローバルで戦える商品
⇒小売業の海外進出をサポート

・クラウド版の提供によりシステム開発の初期
投資から解放
⇒小規模小売業でも利用できる機能提供

・クラウド版の提供によりシステム開発の初期
投資から解放
⇒小規模小売業でも利用できる機能提供

「顧客管理システム」

「商品管理基幹システム」

「ＰＯＳシステム」

当期の主な取組み④
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（単位：百万円）

第１Ｑ 第２Ｑ 第３Ｑ 第４Ｑ 第１Ｑ 第２Ｑ 第３Ｑ 第４Ｑ

売上総利益率 14.9 12.8 14.7 21.2 18.1 18.2 13.4 17.4

販管比率 17.5 17.8 17.8 15.5 17.2 15.6 16.5 15.2

営業利益率 △2.5 △5.1 △3.1 5.6 0.9 2.6 △3.1 2.2

（単位：％）

2013年３月期

（単位：％）

2012年３月期

四半期別 業績推移 ＜連結＞
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その他ＩＴ関連分野

プロダクト分野

ソリューション分野

（単位：百万円）

2012年３月期 2013年３月期

第１第１QQ 第２第２QQ 第３第３QQ 第４第４QQ 第１QQ 第２第２QQ 第３QQ 第４第４QQ

ソリューション分野ソリューション分野 605 765 970 964 979 919 892 937

プロダクト分野プロダクト分野 120 222 275 265 189 394 120 405

その他ＩＴ関連分野その他ＩＴ関連分野 453 233 249 436 408 434 173 338

合合 計計 1,179 1,221 1,495 1,665 1,577 1,749 1,186 1,682

（単位：百万円）
＜受注高の推移＞

受注高・受注残高の推移 ＜連結＞

2012年３月期

752 723

＜受注残高の推移＞

1,119
969

1,369 1,477

2013年３月期

1,244
1,163
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【参考】 2013年３月期 連結/個別ＰＬ

通期 開示対比 前年対比

実績値 売上比 開示比 開示差 開示値 売上比 前年比 前年差 前年値 売上比

売 上 高 10,836 － 105.2 536 10,300 － 118.3 1,679 9,156 －

売上総利益 1,818 16.8 94.4 △107 1,925 18.7 123.3 343 1,474 16.1

販売管理費 1,738 16.0 104.6 75 1,662 16.1 111.1 173 1,564 17.1

営業利益 80 0.7 30.5 △182 263 2.6 － 170 △89 △1.0

経常利益 132 1.2 52.6 △120 253 2.5 － 173 △40 △0.4

当期利益 59 0.5 36.1 △105 165 1.6 － 96 △36 △0.4

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て連 結

通期 開示対比 前年対比

実績値 売上比 開示比 開示差 開示値 売上比 前年比 前年差 前年値 売上比

売売 上上 高高 9,274 － 104.2 374 8,900 － 111.7 973 8,300 －

売上総利益売上総利益 1,502 16.2 97.0 △46 1,549 17.4 124.9 299 1,202 14.5

販売管理費販売管理費 1,404 15.1 104.9 65 1,339 15.0 106.2 81 1,322 15.9

営業利益営業利益 98 1.1 46.8 △111 210 2.4 － 217 △119 △1.4

経常利益経常利益 98 1.1 49.3 △101 200 2.2 － 181 △82 △1.0

当期利益当期利益 24 0.3 19.4 △99 124 1.4 － 99 △75 △0.9

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て個 別
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【参考】 2013年３月期 上期増減分析

上 期 ＜連結＞ 単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

売上高
◆連結売上高は、開示値・前年値を共に上回った（開示比101.8%、前年比115.1%）

・特定顧客化戦略によるアウトソーシング案件の増加
・ライセンス販売が堅調に推移
・大型MD基幹開発案件の受注が奏功

利益
◆各利益は、開示値を上回り前年同期の赤字から黒字へと転換

・ライセンス販売が堅調に推移
・特定顧客向けアウトソーシング案件の増加
・大型ヘルプデスク案件などの収益構造改善が奏功

売上高売上高
◆連結売上高は、開示値・前年値を共に上回った（開示比101.8%、前年比115.1%）

・特定顧客化戦略によるアウトソーシング案件の増加
・ライセンス販売が堅調に推移
・大型MD基幹開発案件の受注が奏功

利益利益
◆各利益は、開示値を上回り前年同期の赤字から黒字へと転換

・ライセンス販売が堅調に推移
・特定顧客向けアウトソーシング案件の増加
・大型ヘルプデスク案件などの収益構造改善が奏功

上期 開示対比 前年対比

実績値 売上比 開示比 開示差 開示値 売上比 前年比 前年差 前年値 売上比

売 上 高 5,067 － 101.8 91 4,976 － 115.1 663 4,403 －

売上総利益 920 18.2 100.6 5 915 18.4 150.6 309 611 13.9

販売管理費 827 16.3 100.6 4 822 16.5 106.5 50 776 17.6

営業利益 93 1.8 100.6 0 92 1.9 － 258 △165 △3.8

経常利益 97 1.9 111.4 10 87 1.8 － 231 △133 △3.0

当期利益 59 1.2 119.9 9 49 1.0 － 134 △75 △1.7
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【参考】 2013年３月期 下期増減分析

下 期 ＜連結＞ 単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

売上高
◆連結売上高は、開示値・前年値を共に上回った（開示比108.4%、前年比121.4%）

・特定顧客化戦略によるアウトソーシング案件の増加
・海外子会社の売上増加

・大型MD基幹開発案件の受注が奏功

利益
◆営業利益・経常利益・純利益が開示値・前年値を共に下回った

・ソリューション分野で複数の不採算プロジェクトの発生
・販売管理費の増加（採用費の増加、海外事業展開に伴う旅費等経費の増加）

売上高売上高
◆連結売上高は、開示値・前年値を共に上回った（開示比108.4%、前年比121.4%）

・特定顧客化戦略によるアウトソーシング案件の増加
・海外子会社の売上増加

・大型MD基幹開発案件の受注が奏功

利益利益
◆営業利益・経常利益・純利益が開示値・前年値を共に下回った

・ソリューション分野で複数の不採算プロジェクトの発生
・販売管理費の増加（採用費の増加、海外事業展開に伴う旅費等経費の増加）

下期 開示対比 前年対比

実績値 売上比 開示比 開示差 開示値 売上比 前年比 前年差 前年値 売上比

売 上 高 5,768 － 108.4 444 5,323 － 121.4 1,016 4,752 －

売上総利益 897 15.6 88.9 △112 1,010 19.0 104.0 34 863 18.2

販売管理費 910 15.8 108.5 71 839 15.8 115.6 123 787 16.6

営業利益 △12 △0.2 － △183 170 3.2 － △88 75 1.6

経常利益 35 0.6 21.4 △130 165 3.1 37.9 △57 93 2.0

当期利益 0 0.0 0.5 △115 115 2.2 1.3 △38 39 0.8
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【参考】 分野別業績 －アウトソーシング分野の状況

※比率・・・売上高は売上構成比、売上総利益及び営業利益は利益率を表示しております。

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

アウトソーシング分野
（システム運用・管理サービス、保守、ヘルプデスクサービス、ＡＳＰサービス等）

アウトソーシング分野
（システム運用・管理サービス、保守、ヘルプデスクサービス、ＡＳＰサービス等）

＜連結＞ 通期 開示対比 (H24年5月9日発表) 前年対比

実績 ※比率 開示比 開示差 開示値 ※比率 前年比 前年差 前年値 ※比率

売上高 4,765 44.0 115.6 642 4,123 40.0 124.4 935 3,829 41.8

売上総利益 541 11.4 106.8 34 506 12.3 179.9 240 301 7.9

営業利益 59 1.2 1,108.9 53 5 0.1 － 102 △43 △1.1

活動結果サマリー
・売上は、特定顧客化戦略（イオン、FMSS、タカラ等）により、開示値・前年値を共に上回った。
・営業利益は、大型ヘルプデスク案件の業務効率を向上させ、大幅な利益改善を図った。
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【参考】 分野別業績 －ソリューション分野の状況

ソリューション分野
（流通サービス業基幹システム、クレジットカードシステム、Webシステムの開発）

ソリューション分野ソリューション分野
（流通サービス業基幹システム、クレジットカードシステム、（流通サービス業基幹システム、クレジットカードシステム、WebWebシステムの開発）システムの開発）

※比率・・・売上高は売上構成比、売上総利益及び営業利益は利益率を表示しております。

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

＜連結＞ 通期 開示対比 (H24年5月9日発表) 前年対比

実績 ※比率 開示比 開示差 開示値 ※比率 前年比 前年差 前年値 ※比率

売上高 3,761 34.7 102.3 86 3,674 35.7 122.3 686 3,075 33.6

売上総利益 510 13.6 64.9 △275 786 21.4 87.6 △72 582 19.0

営業利益 86 2.3 19.1 △365 451 12.3 71.2 △34 121 3.9

活動結果サマリー
・売上は、大手ＰＯＳベンダー向け顧客管理システムの開発や大型ＭＤ基幹開発案件により開示比
で微増、前年比では大幅な伸びとなった。

・営業利益は、大型案件のマネジメントコストの増加や開発コストの増加により利益が縮小した結果
開示比・前年比で下回り厳しい結果となった。
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【参考】 分野別業績 －プロダクト分野の状況

プロダクト分野
（流通サービス業向けパッケージ開発、販売）

プロダクト分野プロダクト分野
（流通サービス業向けパッケージ開発、販売）（流通サービス業向けパッケージ開発、販売）

※比率・・・売上高は売上構成比、売上総利益及び営業利益は利益率を表示しております。

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

＜連結＞ 通期 開示対比 (H24年5月9日発表) 前年対比

実績 ※比率 開示比 開示差 開示値 ※比率 前年比 前年差 前年値 ※比率

売上高 997 9.2 95.9 △43 1,040 10.1 105.1 48 949 10.4

売上総利益 455 45.6 128.7 101 353 34.0 146.8 145 310 32.7

営業利益 305 30.6 126.0 62 242 23.3 189.1 143 161 17.0

活動結果サマリー
・売上は、ライセンス販売が堅調に推移し、開示値には届かなかったが、前年値は上回った。
・営業利益は、ライセンス販売が堅調に推移したことにより、開示値・前年値を共に大きく上回った。
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【参考】 分野別業績 －その他ＩＴ関連分野の状況

その他ＩＴ関連分野
（ハードウエア販売、移設展開サービス、その他ＩＴサービス）

その他ＩＴ関連分野その他ＩＴ関連分野
（ハードウエア販売、移設展開サービス、その他ＩＴサービス）（ハードウエア販売、移設展開サービス、その他ＩＴサービス）

※比率・・・売上高は売上構成比、売上総利益及び営業利益は利益率を表示しております。

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て

活動結果サマリー
・売上は、ハードウエア販売が減少したが、ＤＭ・店舗展開サービス等が伸び、開示値には届かな
かったが、前年値は確保した。

・営業利益は、ＤＭ・店舗展開サービス等の売上増加により利益を確保でき、開示値・前年値を共に
上回った。

＜連結＞ 通期 開示対比 (H24年5月9日発表) 前年対比

実績 ※比率 開示比 開示差 開示値 ※比率 前年比 前年差 前年値 ※比率

売上高 1,312 12.1 89.8 △149 1,461 14.2 100.8 9 1,302 14.2

売上総利益 311 23.7 111.7 32 278 19.1 110.9 30 280 21.5

営業利益 218 16.6 195.8 106 111 7.6 102.5 5 212 16.3
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２．中期経営計画（2013年度-2015年度）

「アジアにおける流通ＩＴのリーディングカンパニーを目指す」「アジアにおける流通ＩＴのリーディングカンパニーを目指す」

を経営ビジョンとして、経営統合により強化された競争力のもと、既存のを経営ビジョンとして、経営統合により強化された競争力のもと、既存の ３つの３つの

基本戦略を主軸に新たに２つの戦略を加え、更なる事業成長と安定的な収益の基本戦略を主軸に新たに２つの戦略を加え、更なる事業成長と安定的な収益の

両立を図ってまいります。両立を図ってまいります。

なお、本年５月９日の決算発表で、経営統合による効果を踏まえ中期経営計画なお、本年５月９日の決算発表で、経営統合による効果を踏まえ中期経営計画

（（20132013年度年度--20152015年度）における数値目標を発表いたしました。年度）における数値目標を発表いたしました。

その内容につきましては、５月９日発表の「中期経営計画（その内容につきましては、５月９日発表の「中期経営計画（20132013年度年度--20152015年度）年度）

策定に関するお知らせ」をご覧ください。策定に関するお知らせ」をご覧ください。
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（１）特定顧客化戦略

①特定顧客事業の拡大

②新規特定顧客の開拓

③ストックビジネスの拡大

（２）グローバル戦略

①アセアン拠点の拡大

②ＩＴ運用サービスの拡大

③中国・アセアン地域の現地企業向けサービスの拡大

（３）商品・サービスの差別化戦略

①ラインアップの拡大

②流通システムのクラウド化

③グローバル展開に対応した商品化

（４）プロジェクトマネジメント及び品質管理の強化

（５）経営統合に伴う効率的な事業運営体制の実現

５つの基本戦略
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既存大手顧客の売上拡大と、新たな事業の柱となる新規大手顧客の獲得既存大手顧客の売上拡大と、新たな事業の柱となる新規大手顧客の獲得

（１）特定顧客化戦略

大
手
（
も
し
く
は
急
成
長
中
）
の

チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
Ｉ
Ｔ
部
門

新規参入

IT企画
開発

展開
運用
全般

技術者派遣

周辺系開発

保守や運用

IT企画

開発

展開

ＩＴ部門代行

基幹システム

フルアウト

ソーシング

決裁のみ

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ

の受託

（餅は餅屋）

IT企画

基幹システム

ヘルプデスク

等の現場業務

へ進出

IT企画

開発

信頼関係
の構築

現場に精通して
他社と差別化

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ製品の導入

ﾁｪｰﾝｽﾄｱCIO
＆ ﾌﾟﾛのITﾍﾞﾝﾀﾞｰ

すべてを託す信頼
できるﾊﾟｰﾄﾅｰに



21 Copyright © 2013 VINX CORP. All Rights Reserved.

「アジアにおける流通ＩＴのリーディングカンパニーを目指す」「アジアにおける流通ＩＴのリーディングカンパニーを目指す」

（２）グローバル戦略

ヴィンクス
幕張監視センター

ヴィンクス両国
開発/運用/監視センター

ヴィンクス名古屋
開発/運用センター

ヴィンクス両国
開発/運用/監視センター

①日系企業の

中国進出支援

②杭州発の

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙITｻｰﾋﾞｽ

③ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｿﾌﾄｳｪｱ

工場としての杭州

①日系企業のｱｾｱﾝ

出店・拡大の支援

②現地小売業への

流通ｼｽﾃﾑの提供

日本で蓄えてきた
「技術とノウハウ」をアジアへ
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（３）商品・サービスの差別化戦略

革新的なプロダクトおよびＩＴサービスを立ち上げ、シェアＮｏ１商品を創出する革新的なプロダクトおよびＩＴサービスを立ち上げ、シェアＮｏ１商品を創出する
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プロジェクト運営の適正化、トラブル防止、情報漏えいゼロを目指すプロジェクト運営の適正化、トラブル防止、情報漏えいゼロを目指す

（４）プロジェクトマネジメント及び品質管理の強化

システム開発 品質管理の強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの強化

ＰＭＯ組織の設置

管理スキルの向上

プロジェクトにおける運用・品質管理を強化するためにPMO(※)組織を設置し、品質を保持しながら
計画的且つ効率的にプロジェクトを遂行することで、適正利益を確保し、収益の向上を図る。

※PMO：Project Management Office 組織におけるプロジェクトマネジメントを統括・管理することを専門として設置された部門。

プロジェクトにおける運用・品質管理を強化するためにプロジェクトにおける運用・品質管理を強化するためにPMOPMO((※※))組織を設置し、品質を保持しながら組織を設置し、品質を保持しながら
計画的且つ効率的にプロジェクトを遂行することで、適正利益を確保し、収益の向上を図る。計画的且つ効率的にプロジェクトを遂行することで、適正利益を確保し、収益の向上を図る。

※※PMOPMO：：Project Management Office 組織におけるプロジェクトマネジメントを統括・管理することを専門として設置された部門。
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確実な統合の実現と統合効果の早期実現確実な統合の実現と統合効果の早期実現

（５）経営統合に伴う効率的な事業運営体制の実現

１．管理プロセスの統合により、効率的な事業運営体制を構築。１．管理プロセスの統合により、効率的な事業運営体制を構築。

２．管理部門の拠点統合により、販売管理費などの間接コストを削減。２．管理部門の拠点統合により、販売管理費などの間接コストを削減。

３．旧両社の持つ知識とノウハウを共有・結集し、よりレベルの高いサービスを提供。３．旧両社の持つ知識とノウハウを共有・結集し、よりレベルの高いサービスを提供。

４．成長分野へ人財をシフトし、売上およびシェアの拡大を推進。４．成長分野へ人財をシフトし、売上およびシェアの拡大を推進。

５．企業文化、組織風土の早期融合を実現し、流通系ＩＴ企業としての強固な組織基盤を構築。５．企業文化、組織風土の早期融合を実現し、流通系ＩＴ企業としての強固な組織基盤を構築。
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新たな数値フレーム

連 結
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前年比 前年比 利益率 前年比 利益率 前年比 利益率

2011年度（実績） 9,156 98.7 △89 － △1.0 △40 － △0.4 △36 － △0.4

2012年度（実績） 10,836 118.3 80 － 0.7 132 － 1.2 59 － 0.5

2013年度（計画） 28,000 － 1,330 － 4.8 1,290 － 4.6 620 － 2.2

2014年度（計画） 31,000 110.7 1,670 125.6 5.4 1,640 127.1 5.3 880 141.9 2.8

2015年度（計画） 34,500 111.3 2,050 122.8 5.9 2,010 122.6 5.8 1,180 134.1 3.4

単位：百万円，％、百万円未満切捨て

個 別
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前年比 前年比 利益率 前年比 利益率 前年比 利益率

2011年度（実績） 8,300 97.5 △119 － △1.4 △82 － △1.0 △75 － △0.9

2012年度（実績） 9,274 111.7 98 － 1.1 98 － 1.1 24 － 0.3

2013年度（計画） 26,100 － 1,250 － 4.8 1,190 － 4.6 550 － 2.1

2014年度（計画） 28,800 110.3 1,560 124.8 5.4 1,490 127.4 5.2 800 145.5 2.8

2015年度（計画） 31,800 110.4 1,890 121.2 5.9 1,810 121.5 5.7 1,090 136.3 3.4

（注）当社は、2013年4月1日付で株式会社ヴィクサスと合併いたしました。そのため、2013年度（計画）における前年比に
関しましては記載を省略しております。

単位：百万円，％、百万円未満切捨て
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2014年３月期 数値計画（連結・個別）

通期 上期 下期

計画値 売上比 前年比 計画値 売上比 前年比 計画値 売上比 前年比

売 上 高 26,100 － － 13,210 － － 12,890 － －

売上総利益 4,880 18.7 － 2,500 18.9 － 2,380 18.5 －

販売管理費 3,630 13.9 － 1,810 13.7 － 1,820 14.1 －

営業利益 1,250 4.8 － 700 5.3 － 550 4.3 －

経常利益 1,190 4.6 － 660 5.0 － 530 4.1 －

当期純利益 550 2.1 － 320 2.4 － 230 1.8 －

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て
通期 上期 下期

計画値 売上比 前年比 計画値 売上比 前年比 計画値 売上比 前年比

売 上 高 28,000 － － 14,030 － － 13,970 － －

売上総利益 5,290 18.9 － 2,680 19.1 － 2,610 18.7 －

販売管理費 3,960 14.1 － 1,950 13.9 － 2,010 14.4 －

営業利益 1,330 4.8 － 730 5.2 － 600 4.3 －

経常利益 1,290 4.6 － 710 5.1 － 580 4.2 －

当期純利益 620 2.2 － 360 2.6 － 260 1.9 －

連 結

個 別

（注）当社は、2013年4月1日付で株式会社ヴィクサスと合併いたしました。そのため、前年比に関しましては記載を
省略しております。

単位：百万円、％、 百万円未満切捨て
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当期及び次期の配当見通し

当社は、株主様への利益還元を経営の重要課題のひとつとして認識しており、配
当金につきましては、企業価値の向上とその水準の維持を可能とする範囲において、
事業拡大のための内部留保を勘案しながら決定することを基本方針としております。

内部留保資金につきましては、今後予想される事業規模拡大のため新規事業及
び新製品の開発に対し有効に投資してまいります。

・ 配当方針

・ 配当見通し

中間配当金 期末配当金 年間配当金合計 配当性向（連結）

2012/３期（実績） － 1,000 1,000 ※1 －

2013/３期（実績） 1,000 ※2 1,000 2,000 105.8%

2014/３期（予想） 2,000 2,000 4,000 27.7％

（単位：円，１株あたり）

※1：2012/３期の配当性向につきましては、当期利益がマイナスため、記載を省略しております。

※2：2013年6月18日開催予定の取締役会において決定予定の内容を表示しております。



28 Copyright © 2013 VINX CORP. All Rights Reserved.

＜本資料取扱のご注意＞

本資料に関するお問い合わせ

株式会社ヴィンクス
管理本部 管理統括部
e-mail : ir@vinx.co.jp

本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資

勧誘を目的としたものではありません。

本資料の作成は、正確性を期すために慎重に行っておりますが、正確性・

完全性を保証するものではありません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能

な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が

含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際

の業績は当社の公表している将来見通しとは大きく異なる結果となる場合

があることをご承知おきください。


